
アジャスターⓒを全て取り外し、キャスター
ⓛⓜを脚ⓑに取り付け（ストッパー付ⓛを対
角に取り付け）、スパナⓝでネジの根元までし
っかり締め付けて下さい。（４ヵ所）
※取付後、作業台を起こす際は転倒しないよ
うご注意下さい。

このたびは、ＴＲＵＳＣＯ軽量作業台ＢＯ型・ＡＯ型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、付属の工具（六角レンチ）１本で簡単に組み
立てられるシンプルな構造ながら、ＢＯ型は１８０kg、ＡＯ型は２００kgの均等静止荷重を実現。ＢＯ型は目に優しい青色のカラー天板を採用し、ＢＯ型・
ＡＯ型ともに多様な用途に幅広く使えて、工場・学校・作業室・研究所などで末永くご使用いただけます。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

■表示荷重以上の荷重をかけない
　で下さい。

■不安定な場所に設置しないで下
　さい。 ■側面や正面からの大きな力をか

　けないで下さい。

■キャスター付での移動時は、天板
　の上に物を置いたり、作業はしな
　いで下さい。また、運搬に使用しな
　いで下さい。

■キャスター付での使用時は、
　“キャスターの耐荷重”
　“作業台の耐荷重×½”の
　どちらか小さい方の荷重以下で
　使用して下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れ
があります。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れ
があります。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

■屋外や水のかかる場所に設置
　せず、また濡れたものを置か
　ないで下さい。

■表示耐荷重内であっても、一部に
　集中荷重をかけないで下さい。

■天板面は必ず水平になるよう、ア
　ジャスターを調節してご使用下
　さい。

■脚部の隙間に指を入れないで下
　さい。

■作業台の切断、改造をしない
　で下さい。

■組み立ては、この組立・取扱説
　明書に記載の組立手順に従っ
　て下さい。

■作業台の上横桟・下横桟の端面
　を素手で触らないで下さい。

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、
品質が著しく低下する恐れがあります。

手順を誤ると組立中に部品が外れたり、
倒れたりして怪我をする恐れがあります。

傾いていると作業台が転倒したり、積載物
が落下したりして、怪我をする恐れがあり
ます。

作業台が不安定になり、危険です。
また。切断のバリ等で怪我をする恐れが
あります。

指が抜けなくなったり、怪我をする恐れが
あります。

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れが
あります。



アジャスターⓒを全て取り外し、キャスター
ⓛⓜを脚ⓑに取り付け（ストッパー付ⓛを対
角に取り付け）、スパナⓝでネジの根元までし
っかり締め付けて下さい。（４ヵ所）
※取付後、作業台を起こす際は転倒しないよ
うご注意下さい。

このたびは、ＴＲＵＳＣＯ軽量作業台ＢＯ型・ＡＯ型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、付属の工具（六角レンチ）１本で簡単に組み
立てられるシンプルな構造ながら、ＢＯ型は１８０kg、ＡＯ型は２００kgの均等静止荷重を実現。ＢＯ型は目に優しい青色のカラー天板を採用し、ＢＯ型・
ＡＯ型ともに多様な用途に幅広く使えて、工場・学校・作業室・研究所などで末永くご使用いただけます。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

■表示荷重以上の荷重をかけない
　で下さい。

■不安定な場所に設置しないで下
　さい。 ■側面や正面からの大きな力をか

　けないで下さい。

■キャスター付での移動時は、天板
　の上に物を置いたり、作業はしな
　いで下さい。また、運搬に使用しな
　いで下さい。

■キャスター付での使用時は、
　“キャスターの耐荷重”
　“作業台の耐荷重×½”の
　どちらか小さい方の荷重以下で
　使用して下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れ
があります。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れ
があります。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

■屋外や水のかかる場所に設置
　せず、また濡れたものを置か
　ないで下さい。

■表示耐荷重内であっても、一部に
　集中荷重をかけないで下さい。

■天板面は必ず水平になるよう、ア
　ジャスターを調節してご使用下
　さい。

■脚部の隙間に指を入れないで下
　さい。

■作業台の切断、改造をしない
　で下さい。

■組み立ては、この組立・取扱説
　明書に記載の組立手順に従っ
　て下さい。

■作業台の上横桟・下横桟の端面
　を素手で触らないで下さい。

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、
品質が著しく低下する恐れがあります。

手順を誤ると組立中に部品が外れたり、
倒れたりして怪我をする恐れがあります。

傾いていると作業台が転倒したり、積載物
が落下したりして、怪我をする恐れがあり
ます。

作業台が不安定になり、危険です。
また。切断のバリ等で怪我をする恐れが
あります。

指が抜けなくなったり、怪我をする恐れが
あります。

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れが
あります。



この度は、ＴＲＵＳＣＯ上棚YUR-A型、YUR-B型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、各種作業台に取付可能
で、上棚の背面にはコボレ止めが付いているため落下防止になり、整理整頓に役立ちます。工場や研究室、学校等で末永くご使用
いただけます。

上棚　YUR-A型　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

組立順序

組立順序

部品明細

ＹＵＲ－  ９００Ａ(W)
品番

ＹＵＲ－１２００Ａ(W)
ＹＵＲ－１５００Ａ(W)
ＹＵＲ－１８００Ａ(W)

寸法（㎜）
 W９００×D２６０×H375
W１２００×D２６０×H375
W１５００×D２６０×H375
W１８００×D２６０×H375

部品明細

ＹＵＲ－  ９００Ｂ(W)
品番

ＹＵＲ－１２００Ｂ(W)
ＹＵＲ－１５００Ｂ(W)
ＹＵＲ－１８００Ｂ(W)

寸法（㎜）
 W９０8×D２６０×H３85
W１２０8×D２６０×H３85
W１５０8×D２６０×H３85
W１８０8×D２６０×H３85

c

d

b

e

b

d

c

f

a

必要工具

プラスドライバー

必要工具

プラスドライバー

ad

f b

b

上棚　YUR-B型　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

上棚の均等静止荷重 20kg ※均等静止荷重とは、上棚に荷重を均一にかけた場合に耐えられる重さの合計量をいいます。
※表示荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

製品本来の用途以外では使用しないで下
さい。想定外の事故の原因になります。

上棚や支柱の切断、改造を
しないで下さい。

不安定になり危険です。また、切断面の
バリ等で怪我をする恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また濡れた物を置かないで
下さい。

■

上棚にサビが発生しやすくなり、強度等、品
質が著しく低下する恐れがあります。

製品に刃物等で傷を付けないで
下さい。

■■

損傷部分に指などを引っ掛け、怪我をする
恐れがあります。

上棚や支柱を素手で触らないで
下さい。

■

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れがあ
ります。

組み立ては、この組立・取扱説明
書に記載の組み立て手順に従っ
て下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒
れたりして、怪我をする恐れがあります。

支柱のすき間に指を入れないで
下さい。

■

指が抜けなくなったり、怪我をしたりする恐
れがあります。

■ ■用途以外には使用しないで
下さい。

側面や正面から大きな力
をかけないで下さい。

用途以外に使用しますと、怪我の原因に
なります。

上棚や支柱が破損・変形・転倒し、怪我を
する恐れがあります。

■ 不安定な場所に設置しない
で下さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

■表示荷重以上の荷重をかけ
ないで下さい。

■表示荷重内であっても、一部
に集中荷重をかけないで下
さい。

耐荷重の範囲を超える積載は、製品破損や
積載物落下による怪我の原因になります。

作業台以外には取り付けないで
下さい。

■

上棚　YUR-A型,YUR-B型

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。

ⓐ上棚…1枚

ⓐ上棚…1枚

ⓑ支柱…2本

ⓑ支柱…2本

ⓒ棚受…2枚

ⓓトラスネジ…６本
（M５×１０）

ⓓトラスネジ…４本
（M５×１０）

ⓔSW…2個
（スプリングワッシャー）

ⓕフランジナット…４個
（M５）

ⓕフランジナット…４個
（M５）

クランプ部拡大図

棚受部拡大図

緩める

天板

グリップ

支柱ⓑのクランプのグリップを天板の厚
みほど緩めて下さい（左右各2ヵ所）。

1

クランプ部拡大図

緩める

グリップ

支柱ⓑのクランプのグリ
ップを天板の厚みほど緩
めて下さい（左右各2ヵ
所）。

1

支柱ⓑの切り込みに、棚受ⓒの爪を引っ掛
け、穴を合わせてトラスネジⓓとSWⓔで
しっかり締め付けて下さい（1ヵ所）。もう1
枚の棚受ⓒも同様に取り付けて下さい。

２

上棚ⓐの穴（内側左右各2ヵ所）を
棚受ⓒの穴に合わせ、上棚ⓐの表
面からトラスネジⓓを差し込み、
裏面からフランジナットⓕで仮止
めして下さい（左右各2ヵ所）。

３

上棚ⓐの穴（外側左右各2ヵ所）を支柱ⓑの
上部の穴に合わせ、上棚ⓐの表面からトラス
ネジⓓを差し込み、裏面からフランジナット
ⓕで仮止めして下さい（左右各2ヵ所）。

2

支柱ⓑのクランプを、作業台の天
板の後方よりスライドさせながら
はめ込み、グリップを締め付けて
下さい（左右各2ヵ所）。

４

仮止めした全てのトラスネジⓓを、
プラスドライバーでしっかり締め付
けて下さい。

５

支柱ⓑのクランプを、作業台の天板の後方よ
りスライドさせながらはめ込み、グリップを締
め付けて下さい（左右各2ヵ所）。

３

仮止めした全てのトラスネジⓓを、プラスドラ
イバーでしっかり締め付けて下さい。

４

切り込みに
引っ掛ける

b

グリップ
クランプ

天板

グリップ
クランプ

仕様

※（　）内　Ｗ=ホワイト色　無記号＝グリーン色



この度は、ＴＲＵＳＣＯ上棚YUR-A型、YUR-B型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、各種作業台に取付可能
で、上棚の背面にはコボレ止めが付いているため落下防止になり、整理整頓に役立ちます。工場や研究室、学校等で末永くご使用
いただけます。

上棚　YUR-A型　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

組立順序

組立順序

部品明細

ＹＵＲ－  ９００Ａ(W)
品番

ＹＵＲ－１２００Ａ(W)
ＹＵＲ－１５００Ａ(W)
ＹＵＲ－１８００Ａ(W)

寸法（㎜）
 W９００×D２６０×H375
W１２００×D２６０×H375
W１５００×D２６０×H375
W１８００×D２６０×H375

部品明細

ＹＵＲ－  ９００Ｂ(W)
品番

ＹＵＲ－１２００Ｂ(W)
ＹＵＲ－１５００Ｂ(W)
ＹＵＲ－１８００Ｂ(W)

寸法（㎜）
 W９０8×D２６０×H３85
W１２０8×D２６０×H３85
W１５０8×D２６０×H３85
W１８０8×D２６０×H３85
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必要工具
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ad
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上棚　YUR-B型　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

上棚の均等静止荷重 20kg ※均等静止荷重とは、上棚に荷重を均一にかけた場合に耐えられる重さの合計量をいいます。
※表示荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

製品本来の用途以外では使用しないで下
さい。想定外の事故の原因になります。

上棚や支柱の切断、改造を
しないで下さい。

不安定になり危険です。また、切断面の
バリ等で怪我をする恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また濡れた物を置かないで
下さい。

■

上棚にサビが発生しやすくなり、強度等、品
質が著しく低下する恐れがあります。

製品に刃物等で傷を付けないで
下さい。

■■

損傷部分に指などを引っ掛け、怪我をする
恐れがあります。

上棚や支柱を素手で触らないで
下さい。

■

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れがあ
ります。

組み立ては、この組立・取扱説明
書に記載の組み立て手順に従っ
て下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒
れたりして、怪我をする恐れがあります。

支柱のすき間に指を入れないで
下さい。

■

指が抜けなくなったり、怪我をしたりする恐
れがあります。

■ ■用途以外には使用しないで
下さい。

側面や正面から大きな力
をかけないで下さい。

用途以外に使用しますと、怪我の原因に
なります。

上棚や支柱が破損・変形・転倒し、怪我を
する恐れがあります。

■ 不安定な場所に設置しない
で下さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

■表示荷重以上の荷重をかけ
ないで下さい。

■表示荷重内であっても、一部
に集中荷重をかけないで下
さい。

耐荷重の範囲を超える積載は、製品破損や
積載物落下による怪我の原因になります。

作業台以外には取り付けないで
下さい。

■

上棚　YUR-A型,YUR-B型

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。

ⓐ上棚…1枚

ⓐ上棚…1枚

ⓑ支柱…2本

ⓑ支柱…2本

ⓒ棚受…2枚

ⓓトラスネジ…６本
（M５×１０）

ⓓトラスネジ…４本
（M５×１０）

ⓔSW…2個
（スプリングワッシャー）

ⓕフランジナット…４個
（M５）

ⓕフランジナット…４個
（M５）

クランプ部拡大図

棚受部拡大図

緩める

天板

グリップ

支柱ⓑのクランプのグリップを天板の厚
みほど緩めて下さい（左右各2ヵ所）。

1

クランプ部拡大図

緩める

グリップ

支柱ⓑのクランプのグリ
ップを天板の厚みほど緩
めて下さい（左右各2ヵ
所）。

1

支柱ⓑの切り込みに、棚受ⓒの爪を引っ掛
け、穴を合わせてトラスネジⓓとSWⓔで
しっかり締め付けて下さい（1ヵ所）。もう1
枚の棚受ⓒも同様に取り付けて下さい。

２

上棚ⓐの穴（内側左右各2ヵ所）を
棚受ⓒの穴に合わせ、上棚ⓐの表
面からトラスネジⓓを差し込み、
裏面からフランジナットⓕで仮止
めして下さい（左右各2ヵ所）。

３

上棚ⓐの穴（外側左右各2ヵ所）を支柱ⓑの
上部の穴に合わせ、上棚ⓐの表面からトラス
ネジⓓを差し込み、裏面からフランジナット
ⓕで仮止めして下さい（左右各2ヵ所）。

2

支柱ⓑのクランプを、作業台の天
板の後方よりスライドさせながら
はめ込み、グリップを締め付けて
下さい（左右各2ヵ所）。

４

仮止めした全てのトラスネジⓓを、
プラスドライバーでしっかり締め付
けて下さい。

５

支柱ⓑのクランプを、作業台の天板の後方よ
りスライドさせながらはめ込み、グリップを締
め付けて下さい（左右各2ヵ所）。

３

仮止めした全てのトラスネジⓓを、プラスドラ
イバーでしっかり締め付けて下さい。

４

切り込みに
引っ掛ける

b

グリップ
クランプ

天板

グリップ
クランプ

仕様

※（　）内　Ｗ=ホワイト色　無記号＝グリーン色


